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死
亡
原
因
上
位
を
占
め
る
多
く
の
悪

性
腫
瘍
（
が
ん
）
の
治
療
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん

　

日
本
人
の
大
腸
が
ん
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
女
性
で
は
、
死
亡
原
因

の
１
位
が
大
腸
が
ん
で
す
。
当
科
で

は
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
技
術
認
定

医
を
中
心
と
し
て
、
侵
襲
の
少
な
い

腹
腔
鏡
下
手
術
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
お
い
て
も
手
術
関
連

死
亡
を
認
め
ず
、
安
全
な
治
療
が
行

　

消
化
器
外
科
は
胃
、
大
腸
、
膵
臓
、

肝
臓
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
か
ら
胆
石
症
、

そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
良
性
疾
患

ま
で
幅
広
く
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
位
別
に
は
１
位 

肺
が
ん
、
２
位

大
腸
が
ん
、
以
下
胃
が
ん
、
膵
が
ん
、

肝
が
ん
で
あ
り
、
消
化
器
外
科
は
、

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
は
、

最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
年
齢
、

活
動
性
、
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
治

療
方
法
を
提
案
し
、
患
者
さ
ん
の
希

望
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
治
療
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

胃
が
ん

　

早
期
胃
が
ん
で
は
腹
腔
鏡
下
胃
切

除
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
リ

ン
パ
節
な
ど
へ
の
転
移
が
疑
わ
れ
る

進
行
が
ん
で
は
、
定
型
的
手
術
に
加

え
手
術
前
・
後
の
化
学
療
法
を
併
用

す
る
治
療
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
一
躍
注
目
さ
れ
た

胃
が
ん
に
対
す
る
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
薬
療
法
も
多
く
の
方
に

行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

膵
が
ん

　

膵
が
ん
は
早
期
発
見
が
困
難
で
、

症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
、
手
術
が

難
し
い
ほ
ど
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
疾
患
で
す
。

　

当
科
で
は
切
除
に
よ
り
治
癒
が
期

待
で
き
る
場
合
は
、
高
難
度
手
術
と

手
術
前
・
後
の
化
学
療
法
を
組
み
合

わ
せ
た
集
学
的
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

従
来
の
膵
が
ん
治
療
と
比
較
し
、
よ

り
長
期
の
生
存
期
間
を
得
て
い
ま
す
。 

　

発
見
時
に
手
術
が
困
難
で
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、
化
学
療
法

に
よ
り
手
術
が
可
能
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

さ
ず
に
積
極
的
な
切
除
の
方
針
を
ご

提
案
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

肝
が
ん

　

高
齢
者
の
肝
が
ん
、
あ
る
い
は
脂

肪
肝
炎
な
ど
に
発
生
す
る
肝
が
ん
が

増
え
て
い
ま
す
。
巨
大
な
肝
が
ん
に

対
し
て
根
治
が
期
待
で
き
る
治
療
方

法
は
、
肝
切
除
の
み
で
す
。
当
科
で

は
日
本
肝
臓
学
会
肝
臓
専
門
医
を
中

心
に
、
安
全
な
肝
切
除
を
心
掛
け
て

消
化
器
外
科

日
本
人
の
死
亡
原
因
は
悪
性
腫
瘍（
が
ん
）

が
最
多
で
あ
り
、
年
間
に
約
37
万
人
の
方

が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

診
療
最
前
線

腹腔鏡下肝切除

最近 1 年間の高齢者大腸がん患者さんに
対する腹腔鏡下大腸手術の年齢分布別手術
件数

65～74歳 75～84歳 85～95歳

人
数

年齢分布
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